
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば School By Schoolでも、私には考えられないような志を持っているような
八星さんたちがいる。でも私が高校時代に、そんなことを絶対思いもしなか
った。まあ死んでもいいじゃない、べつにという、そういう感じですよ。べ
つに、そんなものですよ。
だから、そういう人が出てくるというのは、一つの新しい日本人の在り方
なのかなという気もしないではないです。物欲がなくて、しかもすごくいま
の若い子は気持ちが優しいのです。私がパア～ンときついことを言ったぐら
いで、すごく傷つくのですよ。精神的に弱い子にはとてもきついと思うと。
べつにそんなことは、どうでもいいじゃないと思うようなことを、ものす
ごくナイーブに気にするのですね。その優しさは私にはないけれど、この優
しさがやはり未来の日本人の、ある種の気持ちの、何か私には違った世代が
生まれつつあるなと、それに希望をかけたいと。でも、私は口の悪い、心の
冷たい、欲望にかられて動く、ばばあで生きていきたいと思います。宮本さ
んのおっしゃるとおりで。どうもありがとうございます。
○伊藤 僕はいま社会福祉学科の教員をしています。社会福祉の専門職を養
成しているのと、それから国際社会福祉、まさにこういう科目を担当してい
たこともありました。
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でも、今日のお話に刺激された面もあるのですけれども、ハイエナ根性は
やめたいなと思っているのですね。つまり、弱い人を助けることに「寄生」
して、自分の私腹を肥やしたりすること。それから、あの人たちより自分が
優れているから何とかしてあげるという人。自分たちより弱い人がいて、そ
の人のために何とかしている自分が美しいと思ったりするような人。そうい
うハイエナ根性を持った福祉の専門家は育てたくないと思いながら、いまこ
うやっています。
先ほどお話ししたように、僕は医療現場にいることが多いのですが、病院、
福祉といったものは、あまりいい産業ではない。あれが対象者としている、
いわゆる弱者とか、病気の人とかいますけれども、あの人たちは商品になっ
てしまっているのです。そういうものに「寄生」しないで、なおかつ世界市
民として当事者性を持ちながら、他者と共存をしながら、といったことを身
につけていくことは本当に大変だと思います。
それと今日、みなさん『世界市民の光と影』というタイトルを見たときに、
自分たちが生活をしているうえに、国際性を身につけて世界市民になりまし
ょうというような、プラスアルファの何かを期待していらっしゃった方も多
いと思います。
それから、どうやったら世界市民のように素晴らしい人になれるのかとい
う思いでいらした方もいらっしゃると思います。でも今日のお話は、実は世
界市民がいかにグロテスクであるかということかもしれません。私たちが生
きていくときに無理やり世界市民に巻き込んでおいて、しかも搾取し搾取さ
れているような現状や、いろいろなことが見えてきたのではないでしょうか。
実は世界市民というのはかっこうよくもないし、美しくもないし、スマー
トでもない。何人かの方たちの言葉を使えば、必死に生きていかなければい
けない僕たちが、今後、直面しなくてはいけない単なる現実なのかもしれな
いなという気がします。それを今日のみなさんの討議の時間の中から、少し
でも感じられたらいいなという気がしています。
最後にひとことずつ、ここにいらっしゃる方たち、もしくは一緒に並んで
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座っている人たちに向けて発する言葉、今日みなさんにお土産に持っていっ
てもらいたいような言葉を、ひとことずつ発していただけますか。
○宮本俊 特に男性、なよなよするなよ。ぜひ強くなって欲しい。男の証明、
あなた方が一番いい、女でなかったら強くなれ。女性はそのままでいいよ、
そのぶん強くなってほしいと思いますね。強さというのは、腕力や金力では
ないです。口はばったいですけれど、一例だけちょっと。
私は、日本ではとても貧乏なのですよ。過去１０年間、中古の車を２回乗り
換えた。それ以上のお金がない。いま私のすべての預金が３０万円ぐらいです。
収入はどうかというと、人の５、６倍はある。しかしそれがすぐ出ていって
しまう。私は蓄積する気がない。１年ぐらいで一瞬に。
何もなし。零細な組合の理事長をやってます。べつにあしたを悩んでいま
せん。個人の問題ですよね。それは自信があります。
同時にいまフィリピン国内でやっているバイオディーゼルプロジェクトで
すね。これはもう何千、何万ヘクタールの土地に対してバイオディーゼルプ
ラントを、これは油ヤシですけれどね。これをできる限り日本のクライアン
トがつけるように、実はいま画策をしている最中です。これは、やはり貧困
な農民に対しての、ひとつ支えになればな。同時に温暖化に多少でも貢献で
きればなと。
なぜかといいますと、先ほどトウモロコシの話が出たのですが、食料と競
合しない油ヤシ。こんな斜面で、トラックでも、誰も来ないプラントですね。
いままで全然使わなかった土地でもだいじょうぶ。そういう位置にいるから、
これをぜひものにしたいな。インドの南部でも、同時に進行しています。こ
れを何とか、ものにしよう。
それから、先ほど控え室の中でも言いましたけれど、ごみの資源化。ごみ
そのものを自己活用させて、未来永劫ぐるぐる回るようなね。そのようなも
のをつくりたいなと始めたプラントが、来年には立ち上がります。
だいたい１プラントで１０億円ほどのプラントですけれど、１千３００くらい、
実数はありますので、相当大きなプラントです。いろいろなゼネコンさん、
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商社さんがプロジェクトを欲しくて来ますけれど、僕はそういう人と全然関
係ないのですよ。
そのような自信で生きている。僕はベンツにも乗らないし、政治家にもな
らないし、人気取りのいい評価もまったく欲しくないですから。まあ、こん
なじじいですからね。
ただ、これによって信を置いてくれた、まわりの人がね。たくさんの農民
や、いろいろな大手の企業や、どこが一所懸命やってくれたかなということ
を見ている。あいつは人を裏切らない、あいつは言ったらやる。どんな交渉
でも絶対折れませんから。そういうものを、特に男性に持って欲しいと思い
ます。
１５年後に生きているかというと、わからない。身体が、がたがたですから
ね。岡田先生のような、ああいう人に殴られすぎましたね。首の骨と腰の骨
がいかれて、内臓もだいぶ悪い。したがって、１５年生きるかどうかわからな
いけれど、生きていても、生きていなくても、一線にはいません。そのとき
には、あなた方が一線にいる。
そういう意味で、あなたがたが必要になってくる。そのためには見る、聞
く、そこから始めよう、知ることから始めようや。まず日本から始めよう。
なかなか。はい、もう一人。
○宮本孝二 はい。あの、今日は誰も来ていただけなかったらどうしようか
と思っていたのですが、桃高のみなさんに来ていただきましたし、また社会
人聴講生で、うちで、大学で聞いてくださっている方も来られていますしね。
いろいろな方に来ていただいて、本当にありがとうございます。
今、桃高は、桃中もすごい人気なのですよ。桃中、桃高がどんどんよくな
って、桃大などどうでもいいやというぐらいになるレベルまで、どんどんい
って欲しいですよ。私は、今日は本当に１期生の方の話も聞いて、みなさん
聞いてくださって、残ってくださって、本当に心の底からうれしいです。つ
まり、桃高、桃中、そして桃大も含めて、ますます、ちょっと狭い、グロー
バルな世界市民としては情けないのですが、せめて桃大ね。いまの学長の言
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うオール桃山ですけれども、ますます繁栄することを祈念して御礼の言葉に
代えさせていただきます。
○藤森 すいません。私はとても自分勝手な人間なので、あまり名文句も考
えていません。はっきり申しあげれば、自分自身の幸せのために桃大が発展
してくれればいいと思っています。
結局、みなさんの人生は、みなさん以外には責任を取れないので、みなさ
ん自身で、みなさんの人生を幸せにするしかないから、基本的には自分がや
っていて楽しいことしか絶対にやってはいけないということです。
私自身は、いままで生きてきて悔いがないのは、自分の嫌いなことをやら
なかったから、嫌いなやつとは仲よくならなかったから。だから、もう全然
悩みがないです。あした死んでも後悔ないです。その代わり、いろいろな苦
労をしたかもしれません。でも、どうでもいいです。だから、基本的には自
分の人生ぐらいは責任を取ってくださいということですね。
先ほど宮本さんが、男性は男になれとおっしゃっていましたが、私が女性
に言いたいことは、そういう男を評価できるような、変な計算をしない女の
人になってもらいたいと、こういうことですね。金で動くな、虚栄心で動く
な、男の色香で男を選ぶみたいな女にならなければだめだと。
そのためには、自分で稼げるようになれば、男に依存しないですむから、
恋愛結婚をしようと思ったら、本当にいい男を選びたいと思ったら、いざと
なったら自分で食べていけるという気持ちでなければいけないということを
言いたいです、はい。
○井原 先週、私は愛知県の私学協会の研修会がありましてね。国語科部会
に出たのですが、その中で講師の先生がみえて、コーチングという言葉をテ
ーマに、話をされたのです。その第一声が、生徒をほめてあげてくださいと
いうわけです。私の考えは、簡単に生徒をほめてはだめだと思うのです。ま
ず教員は生徒に恥をかかせる。恥をかかせるとはどういうことかといえば、
自分はできないのだということを知らせないと、そこから努力はしないと思
うのです。
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だから、あなたたちは恥をかかせてくれる先生に感謝しないといけない。
それを乗り越えてやる。生徒が乗り越えていったときが、われわれ教員は喜
びなのです。だから、学校で先生があなたたちをほめるときは乗り越えたと
きでしょうね。だから、よく私はほめられて伸びるタイプというけれど、ほ
めて伸びることなどない。恥をどんどんかかされて、若いときはどんどん恥
をかいて下さい、また恥をかきに、いろいろな場にも行って下さい。
例えばフィリピンに行って生活ができるかというと、生活できません。な
ぜなら言葉は通じません。文化も、習慣も全部違うのです。そんななかで、
私は何もできないのだ、恥ずかしいな、ではどうすればここで生きられるか
なと考えるようになると思います。
日本でも同じように、そういう気持ちを持って欲しいし、そういう教育を
する必要があると思います。たぶんこういう場を開いてくれているというこ
とは、桃山学院さんは、そういうことをみなさんに伝えたいのではないかと
思います。
今日、私もこんな素晴らしい先生方と一緒に話をさせてもらっていますの
で、恥をかいています。恥をかきながら、あっ、勉強をしないといけないな
と思っています。みなさんも大いに恥をかいて、自分の愚かさを知って、み
んなでまた頑張っていって欲しいなと思います。ありがとうございました。
○八星 単なる一学生なので、たいしたことは言えないのですけれども、今
日来ている多くの高校生の方にメッセージですけれども、今日いろいろなお
話を聞いてフィリピンのことがわかったと思うのですけれども、それで「ふ
うん」で終わらないで欲しいなと思います。
いろいろお話を聞いたうえで、まず考えてください。考えて、それを自分
でいろいろな話があったなかで見極めて、では自分はこれからどうやって進
んでいけばいいのかな、ということを考えるきっかけにして欲しいなと思い
ます。ありがとうございました。
○伊藤 ありがとうございました。最後に私からひとこと申しあげたいのは、
今日聞いた話に納得しないでください。あっ、いい話を聞いた、これでいこ
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うと思ったら、みなさん今日の話から全然それてしまっています。だから、
今日の話は嘘かもしれない。絶対に信用できないかもしれない。本当にこれ
でいいか、自分で検討しなくてはいけない、という気持ちでお家に帰ってい
ただければなと思います。
どうもみなさん、長い時間ありがとうございました。
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閉会の挨拶
大阪府立大学の乾でございます。桃山学院大学、大阪府立大学を、まずみ
なさんの進路の候補にしていただきたいと思います。今日は長いあいだ、パ
ネリストのみなさん、それから聴衆のみなさま、どうもありがとうございま
した。
この「堺・南大阪地域学」、なぜ南大阪地域学で「世界市民」というテーマ
なのか。ひょっとしたらみなさんは忘れておられるのではないかと。「地域学」
の一環であるということを忘れておられるのではないかと思うぐらいに、地
域というものが見えなくなってきているのではないか。
ただ、人間が見えないものは、世界は見ることができるのです。見えない
ものは二つ、それは自分の顔と自分の立っている足元です。それだけは絶対
に見えない、自分だけでは。足の裏にある地面は絶対に見られない。自分の
顔も見えない。それがどういうものであるかということ、これを考えるのが、
われわれが考えた「地域学」というものです。
たまたま大阪府立大学が堺市にありますので、堺地域がある。それから、
それが南大阪の中心であるということで、「堺・南大阪地域学」という名前を
付けました。しかし、われわれが求めているのは、どこの地域に行っても、
その地域で役に立つ、何かができる、そういう人間、まさに今日おっしゃっ
ていただいた世界市民というのが、地域学ということ、地域というものがは
っきりとわかる人間でなければいけないと、そのような考えであります。し
たがいまして、堺で、あっ、堺でないな、ここは。ここは大阪ですが、堺市
で一所懸命に堺市のために働くのも、やはり世界市民だろうと思います。
その点で、私の専門は日本語です。言語学をやっていて、日本語というの
は自分が最初に気づいた一番ハンディキャップのある言語です。それを、自
分は普段何気なく使っているから却ってわからない。ですから、自分のいま
立っている位置ということを、しっかりとみなさん、若いときに見つめてい
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ただいて、自分というものを見つめていただいて、それが何らかの役に立つ
ようになっていただければと思います。
先ほど藤森さんがおっしゃったけれど、健康と余裕がなければ人のために
働けない。私もここ数年、腰痛で立てないので、電車で席を譲るのもやめま
した。それまでは必ず席を譲っていた。ということもあるので、みなさん、
これから健康に気をつけて、自分の足元をしっかりと見ていただければと思
います。
最後になりましたけれども、桃山学院大学、それから桃山学院高等学校の
みなさん、本当に今日は素晴らしいシンポジウムを開催していただきました。
心からお礼を申しあげます。どうもありがとうございました。
（大阪府立大学 乾 善彦）
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